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北陸新幹線開業の旅行者動態への影響の考察

〔論文〕

本研究は，JSPS科研費 JP15K01970の助成を受けたものである。

発行日　2016年7月31日

要　　旨

 　当研究では，携帯電話ユーザーの位置情報データをもとに，従来は正確な把握が困難であった旅行

者の属性や時間帯ごとの集客状況の推移を測定し，観光地の集客状況をより詳細に把握するための新

たなオルタナティブを提示するための実証的研究を企図する。調査対象地は，石川県内の主要な観光

地および富山市である。 
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  1．課題設定 

 　近年，いわゆるビッグデータに企業や研

究者の注目が集まっている。例えばコンビ

ニエンスストアのレジ端末を通じて集めら

れた膨大な情報から，新商品の売れ行きを

即座に予想して仕入れを最適化することも

できるようになっている。観光分野でも，

NTTドコモやauなどの携帯電話会社がこう

した情報を提供するサービスを始めており，

こうした大規模データの利活用が試行され

るようになってきた。 

 　また，我が国では，停滞する地域経済の

活性化の一方策として，観光産業の振興が

地域の熱い期待を集めるようになってきた。

LCCの就航増加による交通輸送機関の競

争の高まり，ひいては国内交通費の低下に

よって，こうした傾向はますます高まると

予想される。もともと観光産業は季節や曜

日ごとの需要変動が大きく，繁忙期には混

雑による時間的ロスや機会損失も多大であ

る。各旅館・ホテル・観光施設等は，そう

した変動に対処するため，休前日料金やシー

ズンごとの価格設定などで需要の平準化を

図ってきた。こうした努力にも関わらず，

繁忙期・閑散期の客室・施設の稼働率の差

は，依然として大きいままである。つまり，

閑散期の集客効率の向上が，観光業界の産

業的課題であり，その解消も兼ねて様々な

イベントが企画・実行されてきた。 

 　今日では，地域活性化のための様々な集

客イベントが企画・実行されている。新た

に立ち上げられるイベントも少なくない。

それがどの程度の集客効果を発揮し，どの

ような人々がやってくるのかは，実際に蓋

を開けてみなければわからなかった。しか

しながら，今ではモバイル空間統計  ® や観光

動態調査などの ICTサービスを活用するこ

とによって，新規イベントの集客状況の検

証を行うことができる。 

 　当研究は，携帯電話会社が収集した携帯

電話ユーザーの位置情報データをもとに従

来は正確な把握が困難であった旅行者の属

性や時間帯ごとの集客状況の推移について

考察し，イベントの集客効果のより詳細な

測定のための新たなオルタナティブを提示

することを企図する。 

 2．研究方法 

 　NTTドコモ社の提供するモバイル空間統

計  ® サービスを利用して，携帯電話ユーザー

の位置情報データを収集し，観光地におけ

る集客状況を旅行者の属性や時間帯ごとに

測定する。モバイル空間統計  ® サービスとは，

携帯電話ネットワークを活用して作成され

る人口の統計情報である。このサービスを

利用することで，調査地域における男女・

年齢層・居住エリア別の人口構成を推計す

ることが可能となる。 

 　調査対象となる観光地は，2015年の北陸

新幹線開業で全国的な人気を集めた金沢市

をはじめとする石川県内の観光地（および

富山市）である。なお，ここで得られる個

人の位置データおよび属性データは非識別

化処理，集計処理，秘匿処理を行うことに

より作成されており，特定の個人を識別す

ることは不可能である。 
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 3．先行研究 

 　現在，大規模データあるいは携帯電話の

位置情報データを観光マーケティングに活

用しようとする研究はいくつか試みられて

いる。 

 3.1　大規模データを活用した研究 

 　観光研究におけるビッグデータを取り

扱った論文が見られるのは，主に2010年以

降である。 

 　Fuchsらは，スウェーデンの山岳リゾー

トで大規模データの情報マネジメントシス

テムを設計・試行した（Fuchs et al, pp. 198 ―

 208）。Xiangらはテキストマイニングの手法

を活用し，ホスピタリティ向上に役立てよ

うとした。Expedia.comにおける膨大な利用

者レビューから抽出したゲストの体験と満

足度のレーティングとの関連づけを試みた

（Xiang et al, pp. 120 ― 129）。 

 3.2　携帯電話の位置情報データを活用した

　　 研究 

 　観光分野における携帯電話の位置情報

データを活用した研究は，2008年のAhas

らがエストニアで実施した調査にさかのぼ

ることができる。彼らはローミングサービ

スのデータを利用して旅行者の行動パター

ンを分析しようとした（Ahas et al, pp. 469 ―

 485）。我が国の観光庁も，2014年12月に国

際ローミングサービスを使用して同様の調

査を実行している。 

 　Liuらは，携帯電話ユーザーの通信パター

ンから収集されたデータを用いて人々の行

動パターンを予測しようとした。その予測

精度は，69.7％を達成したという（Liu et al, 

pp. 3299 ― 3311）。 

 　データローミングではなく通常の国内携

帯電話ネットワークから得られる位置情報

データをもとにした調査としては，沖縄県

が2013年に実施した戦略的リピーター創造

事業の報告書がある 

 　筆者の研究は，これらの中ではAhasらの

研究に近い。しかしながら，彼らの研究は

データローミングを利用したものであり，

対象となる携帯電話ユーザーは限られてい

る。したがって，そこから得られる知見も

一般の旅行者に適用可能かどうかは不透明

である。また，沖縄県の事業報告書は調査

地と目的において本研究と異なっている。 

表―1　調査エリアとメッシュコード

調査エリア メッシュコード タイプ

金沢市

金沢駅 5436―6591―2 1/2

兼六園 5436―6572＋5436―6573―1，5436―6573―3 3次

ひがし茶屋街 5436―6583―3 1/2

七尾市
和倉温泉 5536―5703 3次

七尾駅 5536―4757 3次

加賀市 山中温泉 5436―2299，5436―2390 3次

輪島市 輪島市 5636―0772 3次

富山市 富山駅 5537―0147―1 1/2
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 4．調査結果 と考察

 　調査対象地は，表―1の通りである。地域

メッシュコードとは，地域メッシュを識別

するためのコードであり，統計に利用する

ために緯度・経度に基づいて地域をほぼ同

じ大きさの網の目（メッシュ）に分けてコー

ド化したものである。 

 　地域メッシュには，基準となる第1次メッ

シュから第3次メッシュがある。第1次メッ

シュの1辺の長さは約80km，第2次メッシュ

は約10km，第3次メッシュは約1kmであ

る。より細かな地域区分として分割地域メッ

シュがある。2分の1地域メッシュは第3次

メッシュを縦横にそれぞれ2等分したもの

で，1辺の長さは約500mである。4分の1地

域メッシュ 1辺の長さは約250m，8分の1地

域メッシュは約125mである。 

 4.1　時間ごとの推移 

 　全体としては，北陸新幹線開業以降に訪

問者数が増加していることが観察できる。 

 　興味深いのは，金沢市内（および富山市）

では朝（8時台）の訪問者が少ないのに対し

て，能登半島に位置する和倉温泉と輪島で

は逆の傾向が見られることである。 

 　山中温泉では時間帯による変化がほとん

ど示されなかった。輪島は朝市が有名であ

るが，おそらく日中は七尾駅近くの能登食

祭市場で買い物をして，夕方以降は和倉温

泉に宿泊したのであろう。そして，翌朝に

朝市に行って移動するという行動パターン

がとられていたのではないだろうか。 図―1　訪問者数の推移（金沢駅）

図―2　訪問者数の推移（兼六園）

図―3　訪問者数の推移（和倉温泉）

図―4　訪問者数の推移（輪島）
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 4.2　訪問者の属性 

 　訪問者の属性に着目すると，金沢市内，

特に兼六園が多様な訪問者を集めており，

女性の訪問者が多いことがわかる。一方，

温泉地および能登半島では，60代以上の高

齢者が多く，地元の人々が大きな比重を占

めている。 

 　金沢駅と富山駅を比較すると，金沢駅の

方がより広域の訪問者を集めていることが

明らかになった。金沢駅周辺の携帯電話ユー

ザーの居住地は，石川県を含め235市区町村

であったが，富山駅は43であった。これら

の両地域はどちらも新幹線の駅を擁してい

るものの，現段階では金沢の方が集客に成

功していると考えられる。 

図―8　訪問者の年代と性別（兼六園）

（12:00 am―1:00 pm on holidays in October of 2015）

図―9　訪問者の年代と性別（輪島）

（12:00 am―1:00 pm on holidays in October of 2015）

図―5　訪問者数の推移（七尾駅）

図―6　訪問者数の推移（山中温泉）

図―7　訪問者数の推移（富山駅）
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図―10　訪問者の年代と性別（金沢駅）

（12:00 am―1:00 pm on holidays in October of 2015）
図―11　訪問者の年代と性別（富山駅）

（12:00 am―1:00 pm on holidays in October of 2015）

表―2　訪問者の居住地（金沢駅）

富山（富山県） 131

高岡（富山県） 93

福井（福井県） 91

妙高（新潟県） 47

南砺（富山県） 34

世田谷区（東京） 34

射水（富山県） 34

小矢部（富山県） 33

坂井（福井県） 32

大町（長野県） 30

大田区（東京） 28

燕（新潟県） 28

文京区（東京） 27

長野（長野県） 24

平塚（神奈川県） 24

三田（兵庫県） 23

砺波（富山県） 23

杉並区（東京） 22

練馬区（東京） 22

津（三重県） 22

注：石川県内の居住者を除く

（12:00 am―1:00 pm on holidays in October of 2015）

表―3　訪問者の居住地（富山駅）

金沢（石川県） 67

福井（福井県） 18

世田谷区（東京） 16

杉並区（東京） 15

山形（山形県） 14

高山（岐阜県） 14

中村区（愛知県名古屋市） 13

南区（新潟県新潟市） 13

岐阜（岐阜県） 12

白山（石川県） 12

大田区（東京） 12

姫路（兵庫県） 12

長野（長野県） 12

練馬区（東京） 11

品川区（東京） 11

飛騨（岐阜県） 11

上越（新潟県） 11

川口（埼玉県） 10

足立区（東京） 10

高槻（大阪府） 10

注：富山県内の居住者を除く

（12:00 am―1:00 pm on holidays in October of 2015）
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 5．今後の課題 

 　以上に見たように，北陸新幹線の開業は

多くの地域に訪問者数増加という恩恵をも

たらしたが，一部の地域では逆に訪問者の

減少を招く結果となった。最もプラスの効

果が顕著であったのは金沢であった。 

 　今回は，携帯電話会社が収集した携帯電

話ユーザーの位置情報データをもとに従来

は正確な把握が困難であった旅行者の属性

や時間帯ごとの集客状況の推移について考

察した。先述したように，今日では地域活

性化のための様々な集客イベントが企画・

実行されている。 

 　今回利用したモバイル空間統計にGoogle

トレンドなどの ICTサービスを併用するこ

とによって，新規イベントの集客数の予測

を行うことも考えられる。これらをWebサ

イトのアクセス解析と併用することにより，

従来，困難であった集客数・旅行者属性の

正確な予測が，いまや可能になりつつある。

検索エンジンにおけるキーワード検索ボ

リュームの変化と観光地の訪問者数・宿泊

者数のデータとを関連づけて統計的処理を

行うことで，より高度な観光需要予測シス

テムの構築も可能となるであろう。 

 　従来，観光需要の予測は，個別の観光機

関や旅行会社等によって，主に過去の実績

や経験則に基づいて行われてきた。しかし，

観光客の（年齢，性別，居住地などの）属

性ごとに把握することが難しく，（流行や自

然災害等の）突発的な変動要因の影響によっ

て予測の精度が損なわれるという問題点を

抱えていた。さらに，（新規に開業した施設

など）過去の実績のない場合も，訪問者数

の正確な予測は，ほぼ困難であった。 

 　しかし，今日では，キーワード検索トレ

ンドやモバイル空間統計®などの ICTサー

ビスを活用し，過去にとらわれずに予測を

行うことができる。より精度の高い需要予

測が実現すれば，それに基づいた物資や（非

正規従業員を中心とした）人員配置の効率

化が可能になる。集客数が不透明な場合に

は，集客不足発生のアラートとしても活用

できる。さらに，事前に顧客の属性（年齢・

性別・居住地）の分布をある程度把握し，

それに応じて提供するサービス内容を最適

化できれば，顧客満足度にプラスの影響を

もたらすであろう。仮に，顧客満足度の向

上が実現すれば，最終的には口コミによる

集客拡大やリピーター獲得に結実する可能

性もある。 

 　旅行者の情報探索・観光行動プロセスを

実証的に調査研究・比較分析し，旅行者属

性ごとの標準的行動パターンを解明してモ

デル化し，そのモデル確立をベースとして，

より詳細な旅行者動態把握への基礎とした

い。 

 注

　「モバイル空間統計®」は株式会社NTTドコモの

登録商標です。 

 　データ提供元：㈱NTTドコモ，㈱ドコモ・イン

サイトマーケティング 
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